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グランドの他の地域に比べて基礎的な衛生状況が深刻に劣っている」と，書いている（Report… on Infant 


















地　域 人数 地　域 人数
イングランドとウェールズ 120.4 アバーデア（Aberdare）市街部 213
カーディフとスウォンジー：平均値 134.7 メーステク市街部 173
サンダーランド 144 ホートン・リ・スプリング市街部 191
リヴァプール 142 バーンリ（Burnley） 202
マンチェスター 152 インス（Ince）市街部 183
ハダーズフィールド 112 アシュトン・アンダー・ライン市街部 183
リーズ 138 フェザーストーン（Featherstone） 208
ウルヴァームトン 132 ウムウェル（Wombwell） 185








































































地域の種類 通常の住居 フラット その他＊
都市地域全体（ロンドンとカウンティ・バラを含む） 85.2 　3.7 11.1
ロンドン 75.6 10.4 14.0




都市 1891 1901 1911
ブラックバーン 4.91 4.66 4.39
ブラッドフォード 4.72 4.36 4.08
ハリファックス 4.45 4.21 3.97
ハダーズフィールド 4.55 4.25 4.17
リーズ 4.71 4.53 4.37
ノッティンガム 4.65 4.57 4.38












1891 1911 1891 1911
イングランドとウェールズ 11.2 　8.6 リヴァプール 10.9 10.1
ロンドン 19.7 16.7 マンチェスター 　8.2 　7.2
ウェスト・ハム 　9.3 15.3 オルダム 10.1 　7.2
プリマス 26.2 17.5 プレストン 　4.1 　5.6
ブリストル 　8.0 　4.8 セント・ヘレンズ － 17.0
バーミンガム 14.3 10.1 ブラッドフォード 20.1 　9.3
コヴェントリー － 　5.3 ハリファックス 21.3 12.0
ダービー 　2.7 　1.9 ハダーズフィールド 19.9 12.8
ダッドリー － 15.0 ハル 　7.9 　8.2
レスター 　2.2 　1.1 リーズ 16.5 11.0
リンカーン － 　2.9 シェフィールド 11.6 　8.4
ノーサンプトン － 　1.1 ニューカッスル 35.1 31.6
ノッティンガム 　3.62 　4.3 サンダーランド 32.1 32.6
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1891 48.2％ 25.3％ 11.3％
1901 45.7　 22.9　 　9.6　


































































































を行なった際「貨幣賃金にかんする不満は殆ど」見出されなかった（Department of Commerce, Report… on 































































































































































































































































































































































































































を読んだことなどない」と記している（Snowden, op.cit., 62, 90）。
　新議会の初期に，多数派の自由党は，初めて採決上重要なウェイトを占めた労働グループの支持を得て，















































民所得の僅か１４  にすぎない，というP. コルコーン（Patrick Colquhoun）の推計を利用していた。今はL.C. 































































































































































J. H. クラパム『近代イギリス経済史　第３巻　第４編  機械と国家間抗争　1887－1914 年　付：エピローグ，1914－1929 年』要綱，第８章 83
と低水準（lower plane：物的・経済的事情を指す。著者の表現は一見謙遜的だが，これこそが全ての基礎だ，という皮肉
と自負を込めているのは明らか）に移動して，近年の産業時代は過去のどんな時期に対比しても進歩している，
と言いたい。
